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論 文 内 容 の 要 旨
わが国においては，知的障害のある人の自己決定やその関連要因について，実証的な研究がほとん 
どなされていない. そのため，知的障害のある人の自己決定の客観的な実態把握が難しく，またそれ 
らにもとづいた自己決定に対する支援にも課題があるといえる. そこで，本論文においては，知的障 
害のある人の自己決定およびその関連要因を検討し，それらをもとに自己決定を支える援助実践につ 
いて提言することを目的とした.
第 1 章では，先行研究をもとに，まず，知的障害のある人の自己決定の実現が難しい理由につい 
て検討した. また，知的障害のある人の自己決定に対して影響を与える個人要因や環境要因を明らか 
にした. そして，これらの検討をもとに，支援環境を含めた知的障害のある人の自己決定モデル，そ 
してそれを活用した実証的研究の提案を行った. 第 2 章においては，まず，支援職員を通して収集 
したデ一夕の活用について検討し，一定の妥当性があることを確認した. そして，知的障害のある人 
の自己決定の状況を把握するために，簡易版自己決定尺度を作成し，施設等で生活する知的障害のあ 
る人を対象として郵送調査を実施した. この調査デ一夕を活用し，因子分析および相関分析を行った. 
その結果，5 つの自己決定因子が抽出された点や障害程度区分以外ではこれらの因子に相関を見せな 
かった点など，生活施設における知的障害のある人の自己決定とその特徴を明らかにした. 第 3 章 
では，第 2 章で扱った調査データをもとに，知的障害のある人の自己決定能力についての因子分析 
を行い，4 因子が抽出された. また，第 2 章で明らかとなった各自己決定領域を従属変数，そしてこ 
れらの各自己決定能力および障害程度区分を含めた基本属性を独立変数とする重回帰分析を行い， 
「目標設定能力」がすべての自己決定領域と関連を見せているといった点など，知的障害のある人の 
自己決定と自己決定能力との関連を明らかにした. 第 4 章においても，同様なデータをもとに，支 
援環境の構造について因子分析を行い，5 因子が抽出された. また，第 2 章で明らかとなった各自己 
決定領域を従属変数，そしてこれらの各支援環境および基本属性を独立変数とする重回帰分析を行い， 
すべての自己決定領域に「スタッフ教育• 訓練」が関連を見せなかったといった点など，知的障害の 
ある人の自己決定と支援環境との関連を明らかにした. 第 5 章においては，施設規模と自己決定と 
の関連について検討するため，第 2 章で扱った調査デ一夕をもとに，施設規模以外の変数の影響を 
取り除くため，重回帰分析を行った結果，第 2 章で明らかとなったすべての自己決定領域に施設規 
摸が影響を及ぼしていることを明らかにした.
終章では，各章におけるこれらの実証的データの分析結果および考察をもとに，先行研究の知見も 
取り入れ，「地域における多様な人々や経験と関わることのできる機会の提供」や 「目標設定能力の 
向上への支援」といった知的障害のある人の自己決定への支援に関する提言を行った. 加えて，本研 
究の限界と今後の課題についても言及した.
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、生活施設での知的障害のある人についての調査をもとに、彼らの自己決定の構造と特徴、 
自己決定と個人要因• 環境要因の関係を明示し、知的障害のある人の自己決定支援方法について提言 
している。
第 1章では、知的障害のある人の自己決定の実態、自己決定に影響を及ぼす要因、自己決定支援方 
法について、現時点での研究の到達点を示した。
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第 2章からは、生活施設の支援職員から収集した知的障害のある人の自己決定に関する調査の分析 
であるが、知的障害のある人の自己決定の領域を、「日常生活活動における自己決定」、「友人•知人 
の選択および共有時間に関する自己決定」、「医療的処置に関する自己決定」、「個別支援計画作成にお 
ける自己決定」、「友人•知人との外出および招待に関する自己決定」の 5つに構造化した。その中で、 
「医療的処置に関する自己決定」が押さえられていることを示した。
第 3章は、知的障害のある人の自己決定能力を、「目標設定能力」、「コミュニケーション能力」、「課 
題遂行能力」、「意思決定能力」の4能力に構造化し、5領域それぞれについて、これら4能力、障害 
程度区分、基本属性との関連をみると、5 領域とも、「目標設定能力」を高めることができれば、自 
己決定を高めることができることを示した。一方、「コミュニケーション能力」と 「意思決定能力」 
は、「日常生活活動における自己決定」および「友人 • 知人の選択および共有時間に関する自己決定」 
と関連しており、これらの自己決定は、比較的基礎的な自己決定能力を高めることにより可能となっ 
ていることを示した。「個別支援計画作成における自己決定」も 「目標設定能力」のみしか閨連して 
おらず、個別支援計画そのものの画一性が、「コミュニケーション能力」や 「意思決定能力」を十分 
に活用していない可能性があることを示した。なお、「課題遂行能力」は、知的障害のある人の自己 
決定に直接関係する能力ではない可能性があることを明らかにした。
第 4 章は、知的障害のある人の生活施設の支援環境を、「新たな活動につながる支援」、「本人の意 
思の尊重」、「役割モデルの存在」、「地域とのつながり」、「スタッフ教育• 訓練」の 5因子で構造化さ 
れることを示した。 5 つの領域で支援環境との関連性を分析した結果、「本人の意思の尊重」は、す 
ベての領域に関連し、知的障害のある本人の意見や主張を尊重することが自己決定の促進につながる 
基本であることを明らかにした。「スタッフ教育• 訓練」は、どの自己決定領域にも関連していなか 
ったが、他の支援環境因子に影響を与え、それらの因子が知的障害のある人の自己決定に影響を与え 
ている可能性が高いことを示唆した。
第 5章では、知的障害のある人の自己決定に影響を与える環境要因の1つである施設規模について 
検討し、ほとんどの自己決定は施設規模が大きくなるほど抑えられる従来からの仮説を支持したが、 
「友人 • 知人の選択および共有時間に関する自己決定」は、逆に施設規模が大きいほど自己決定が促 
進されることが明らかになった。ここから、理念的には生活施設が小規模なほど、施設内外の多様な 
人々と関わる機会が多くなるはずであるが、生活施設は地域統合がなされたとは言いがたいため、こ 
うした結果が導き出されたと推測した。
終章では、第 1 に、環境要因が知的障害のある人の自己決定に影響を及ぼすことから、自己決定を 
促進していくためには、知的障害のある人に対して、「個別的ニーズへの積極的対応」と 「地域にお 
ける多様な人々や経験と関わることのできる機会の提供」の重要性を指摘している。さらに、多少の 
危険があっても「リスクを冒す尊厳」を受け入れた支援を行う必要があることと、一方で、高度な判 
断が必要な医療的処置に関する自己決定領域においては、本人を可能な限り「巻き込んだ」決定に心 
がけつつも、ピアサポーターを活用した積極的な介入を提示した。第 2は、個人要因としての自己決 
定能力に着目した自己決定支援として、本人の希望や好みに焦点をあてた支援でもって、「目標設定 
能力の向上による自己決定支援」をしていくことの必要性を指摘した。
本論文は、以上のような様々な知見を明らかにしており、博士 (学術）の学位に値するものであると 
認定した。
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